
年 月 ～ 年

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 16

施　 策 多様な交流の推進
1

継続

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

○

○

―

―

―

○

○

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

広域行政推進事業

3 平成

企画費

企画費

対　　　象
（誰のために）

○広島広域都市圏協議会　　　事務局：広島市　　（広域都市圏　１１市６町）
○神楽まち起こし協議会　　　事務局：安芸高田市（広域都市圏　　 5市2町）
○食と酒まち起こし協議会　　事務局：広島市　　（広域都市圏　  11市3町）
○広島県内陸部振興協議会　　事務局：庄原市　　（県内陸部　     ４市４町）

一般会計

404

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

市以外が実施主体になりえない事務事業である

総務費

総務管理費

企画振興部　政策企画課担当部課

作成者氏名

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

0826
（42）5612

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

企画管理費

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている7

電話
岸野　嘉輝

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

チェック

○広域行政関係事務は本市だけで実施することができないた
め、事務事業の内容及び存続については関係市町と歩調をあわ
せる必要がある。

款 2

国や県と重複のない事務事業である

1

―

―

備考欄（留意事項）

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

4,516

事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

×

―

○

合計

―

×

―

―

○

―

×

0

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

○

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

直接事業費

人件費

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

○広島県内陸部振興協議会　　事務局：庄原市　　（県内陸部　     ４市４町）

コスト コスト（千円） コスト（千円）

同じ課題を持つ近隣市町の施策や広域事業の要望等を含む連絡調整。
関係自治体間で、それぞれ行っている交流と連携を推進し、圏域全体の発展を目指す。

○広島広域都市圏協議会　　（職員交流研修、イベントの相互参加、地域間交流事業、圏内情報広報事業、地産地消推進事業等）
○神楽まち起こし協議会　　（広島の地域資源である神楽文化の価値を高め観光振興及び地域活性化に繋げる）
○食と酒まち起こし協議会　（地域資源を活用し、広域行政で連携し、まちの活性化及び産業・経済の活力増進と雇用拡大を図る）
○広島県内陸部振興協議会　（中山間市町間の意見交換、国県に対する各種事業要望活動等）

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等

0一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

効
率
性

受益者負担

―一般財源等合計合計 00 一般財源等 4,516

受益者負担を検証している

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

4,516

○該当市町と歩調を合わせた取組みでり、成功したときの効果
は大きい。

○広域に誘客を図る事業の取組みを中心に実施している。
○平成24年度よりテーマ別の「まち起こし協議会」を設置
し、同じ思いをもつ市町との取り組みを進めてきた。

―

単位あたりコストを削減することはできない

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ○

○

○

合計

×

○

0

事業内容を総括的に数量表記する
ことは困難である。

目標年度に目標を達成できそうである

活
動
・
結
果
指

単位

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

コ ス ト

単位当たりコスト②

実績値

0

備 考
（指標の計算方法、算式等）

25年度

人

千円

事業内容を総括的に数量表記する
ことは困難である。

年度

人

千円

単位当たりコスト①

－

計画値

－

有
効
性

―

―

―

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ―

×

合計

135.00

24年度

4,516,000

－

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト

神楽まち起こし協議会
食と酒まち起こし協議会

広域都市圏協議会

－

実績値

計画値

－

合計

人

指　標　名　等

0

必要人員

0

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

4,516,000

事業内容を総括的に数量表記する

4,516

－

0.53

4,516

○

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

指　標　名

－

単位 計画値

実績値

25年度
　
　
成
果
指
標

単位

単位

計画値

実績値

指
標

単位

単位

－

－

計画値

実績値

－実績値

単位当たりコスト③

実績値

広島県内陸部振興対策協議
会

対　前　年　比

計画値

コ ス ト

計画値

－－

23年度 24年度

4,516,000

優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

事業内容を総括的に数量表記する
ことは困難である。

目標値
（目標年度）

年度

－

年度－ 継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

年度

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

広島広域都市圏協議会は、平成24年2月に組織名を発展的に改称し
た。同時にこの中に組織した「まち起こし協議会」においては、地
域資源を活用し、行政区域を越えた連携により、まちの活性化と産
業・経済の活力増進等を図ることとした。とりわけ「神楽まち起こ
し協議会」は、本市長が会長となり具体的な取組みを積極的に展開
してきた。

解決できていない課題

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

山平　修

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

指標化できない成果

－実績値 年度

③

ｱｳﾄ

ｶﾑ

404 企画振興部 政策企画課（広域行政推進事業）



年 月 ～ 年 月 ×

×

備考欄（留意事項）

款 2

国や県と重複のない事務事業である

1

チェック

　市内外からの空き家利用希望者が増えており、空き家バンク
へのニーズも高まっている。
　空き家利用希望者に対して、空き家物件の登録件数が少な
い。

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている7

電話
佐々木　健一

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

0826
（42）5612

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

企画調整事業費

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

市以外が実施主体になりえない事務事業である

総務費

総務管理費

企画振興部　政策企画課担当部課

作成者氏名

504

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

一般会計

企画費

企画調整に要する経費

対　　　象
（誰のために）

空き家初秋者・空き家利用希望者

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

空家バンク関係事業

6 平成

○

○

○

×

○

○

○

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 17

施　 策 多様な交流の推進
1

25 3

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

単位あたりコストを削減することはできない

○

　空き家物件の登録件数が少ないため、登録の呼び掛け等の広
報が必要である。

　価格については、持ち主の希望額となっていることもあり、
利用希望者の希望価格と開きがある。
　宅建業団体との連携も必要であり、効率的な運営を検討する
必要もある。

3,306

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

受益者負担を検証している

3,306一般財源等合計 00 一般財源等合計

効
率
性

受益者負担

○0一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

コスト（千円）

安芸高田市内に存在する空き家の有効活用を行うことにより、安芸高田市民と都市住民との交流拡大及び定住促進を図り地
域の活性化につなげる。

空き家情報をホームページ上に公開し、安芸高田市民への定住等を目的としている空き家利用希望者への情報提供を行う。

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等1,005

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

コスト コスト（千円）

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

直接事業費

人件費

×

0

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

○

○

○

○

○

○

○

合計

×

×

×

事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

2,301

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている 　地域住民と連携し、空き家を活用した移住者の受入体制を整
えて行く必要がある。

―－

0.27

3,3063,306

10.00 5.00

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

合計

人

指　標　名　等

0

必要人員

0

－

413,250.00

空き家登録件数

－

実績値

計画値

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト

8.00

合計

69.00

24年度

4.00

3,306,000

－

有
効
性

○

―

―

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ×

○

200.00% －

計画値

－

人

千円

単位当たりコスト①

25年度

人

千円

年度実績値

0

備 考
（指標の計算方法、算式等）

コ ス ト

単位当たりコスト②

活
動
・
結
果
指

単位

件

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

0

空き家情報バンクの登録物件

目標年度に目標を達成できそうである

―

○

×

合計

―

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ×

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

山平　　修

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容 解決できていない課題

年度

年度

継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

－

年度－ 優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

目標値
（目標年度）

23年度 24年度

－

40.00 40.00

－

計画値

コ ス ト

計画値

実績値

単位当たりコスト③

実績値

対　前　年　比

－

計画値

実績値

2.00

2.00 4.00

2.00

－

－

指
標

単位

単位

　
　
成
果
指
標

単位

件

単位

件
成立件数

計画値

実績値
問い合せ件数

指　標　名

－

単位 計画値

実績値

25年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

③

年度実績値 2.00 4.00 －件

指標化できない成果

ｱｳﾄ

ｶﾑ

504 企画振興部 政策企画課（空家バンク関係事業）



年 月 ～ 年 月 ○

○

備考欄（留意事項）

款 2

国や県と重複のない事務事業である

1

チェック

○土師ダム周辺を憩いの空間とし、また、総合スポーツ施設を
活用した取組みを目指した。
○再編整備の実施、運営状況の改善を行うことにより、効果を
高める。

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている7

電話
岸野　嘉輝

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

0826
（42）5612

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

企画調整事業費

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

市以外が実施主体になりえない事務事業である

総務費

総務管理費

企画振興部　政策企画課担当部課

作成者氏名

545

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

一般会計

企画費

企画調整等に要する経費

対　　　象
（誰のために）

①安芸高田市民
②安芸高田市への来訪者

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

土師ダム周辺整備事業

4 平成

○

×

×

○

○

○

○

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 22

施　 策 多様な交流の推進
1

26 3

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

単位あたりコストを削減することはできない

×

○のどごえ公園内への遊具設置について、土師ダム管理所及び
中国地方整備局との占用協議に不測の日数を要したため、平成
25年度への繰越事業となった。

○サイクリングターミナルの建替えを行った。
○グラウンドゴルフ場を整備した。
○大型遊具を設置する。
○サイクリングターミナルについては、レストラン機能を強化
するとともに、運営コストと、管理体制の見直しを図った。

22,795

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

受益者負担を検証している

376,095一般財源等合計 21,45321,453 一般財源等合計

効
率
性

受益者負担

×0一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

コスト（千円）

土師ダム周辺を憩いの空間と総合的スポーツランドとして再開発を進め、安芸高田市の活性化を図る。

基本構想に基づき、平成23年度土師ダム周辺整備基本設計検討委員会での議論した結果を踏まえ基本・実施設計を行っ
た。平成24根度土師サイクリングターミナルの新築建替え工事に着手する。
新設するグラウンド・ゴルフ場の整備を行い公認コースとして、認定を受ける。

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等365,870 353,300

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

コスト コスト（千円）

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

直接事業費 21,453

人件費

×

0

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

○

○

×

○

○

○

○

合計

×

○

○

事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

10,225

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている ○事業実施については、地域振興会やボランティア団体等との
連携を図った。

○－

1.20

22,795376,095

40.00 60.00

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

22,795,000

合計

人

指　標　名　等

21,453

必要人員

21,453

－

グラウンド・ゴルフコース
の新設

50.00

土師サイクリングターミナ
ル建設

－

実績値

計画値

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト

合計

306.00

24年度

22,795,000

－

50.00

有
効
性

×

○

○

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ○

○

－

計画値

－

人

千円

単位当たりコスト①

25年度

人

千円

100.00 土師ダムグラウンド・ゴルフ場の
完成を目標とすることから、当該
年度事業費／総事業費を指標とす
る。

当該年度完成事業費／土師ダム周
辺事業費

年度

100.00

実績値

0

備 考
（指標の計算方法、算式等）

コ ス ト

単位当たりコスト②

活
動
・
結
果
指

単位

％

％

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

0

土師サイクリングターミナルの完
成を目標とすることから、当該年
度事業費／総事業費を指標とす
る。

当該年度完成事業費／土師ダム周
辺事業費

目標年度に目標を達成できそうである

○

○

○

合計

○

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ○

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

山平　　修

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容 解決できていない課題

複合遊具の設置
　繰越にて平成25年7月末までに完了の見込み

年度

年度

継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

－

年度－ 優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

目標値
（目標年度）

23年度 24年度

－－

計画値

コ ス ト

計画値

実績値

単位当たりコスト③

実績値

対　前　年　比

－

計画値

実績値 －

－

指
標

単位

単位

　
　
成
果
指
標

単位

単位

計画値

実績値

指　標　名

－

単位 計画値

実績値

25年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

③

年度実績値 －

指標化できない成果

ｱｳﾄ

ｶﾑ

545 企画振興部 政策企画課（土師ダム周辺整備事業）



年 月 ～ 年 月 ○

○

備考欄（留意事項）

款 2

国や県と重複のない事務事業である

1

チェック

○神楽と毛利元就を中心として地域活性化を図ることを主眼に
置いている。
○最終的には、定住促進につなげ、地域を持続させていくこと
が目標である。
○国・県とは連携を図りながら事業を推進していく。
○市の活性化であるため、市以外が主体とは成り難いが、市単
体でも困難な事業である。
○神楽の東京公演等ではアンケートを実施するなど、実施内容
については、精査を行っている。
○特産品の開発等では、コンサルタントやアドバイザーを活用
する中で、他の自治体の事例も参考にしている。

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている7

電話
下瀬秋穂

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

0826
（42）5612

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

未来創造事業

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

市以外が実施主体になりえない事務事業である

総務費

総務管理費

企画振興部　政策企画課担当部課

作成者氏名

546

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

一般会計

企画費

企画調整に要する経費

対　　　象
（誰のために）

①安芸高田市への来訪者
②安芸高田市民

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

未来創造事業

4 平成

○

―

×

○

○

○

×

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 22

施　 策 多様な交流の推進
15

27 3

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

単位あたりコストを削減することはできない

×

○広島県等の統計及び関連施設のデータをもとに、効果の検証
を行っている。
○参加校数については、達成できたが、金尿夜神楽の項目につ
いては達成できていない。

○コストに関しては、他団体との連携等により圧縮できないか
ということは検討している。
○効果を向上させるためにはいかに実施すべきかについて、実
施事業の内容を検証しながら進めている。
○入場料等を徴収する事業については、その料金について、そ
の都度検討を行っている。

46,798

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

受益者負担を検証している

70,991一般財源等合計 48,48050,530 一般財源等合計

効
率
性

受益者負担

○0一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

コスト（千円）

①安芸高田市の魅力を知ってもらい、ファンになってもらう。最終的には、定住につなげていく。
②来訪者を増加させ、観光消費額を増加させることにより、地域経済の活性化を図る。

○神楽と元就を中心した観光振興施策を展開することにより、地域活性化を図る。

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等57,358 24,193

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

コスト コスト（千円）

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

直接事業費 38,609

人件費

○

0

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

○

×

×

○

○

○

○

合計

×

×

―

事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

11,921

2,050

13,633

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている ○計画段階から神楽団員等に関わりを持ってもらっている。
○広報紙等を通じて情報提供を実施している。
○特産品の開発等では、ワークショップへの参加など、参加機
会を提供している。

―

100.00

いては達成できていない。

－

1.60

46,79870,991

40.00

10.00

100.00

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

3,000,000

300,000.00324,000.00

10.00

336.00

合計

人

指　標　名　等

48,480

必要人員

50,530

200.00%

－

11,319.04

神楽甲子園への参加校数
6.00

金曜夜神楽の鑑賞客数

－

実績値

計画値

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト 1,020,000

95.60

1,620,000

合計

408.00

24年度

98.30

1,082,100

－

8.00

有
効
性

○

×

○

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ○

○

97.25% －

10,376.40

計画値

－

人

千円

5.00

1.40

単位当たりコスト①

25年度

人

千円

H23年度から開始した神楽甲子
園への参加校数

年度実績値

0

備 考
（指標の計算方法、算式等）

コ ス ト

単位当たりコスト②

活
動
・
結
果
指

単位

人

校

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

0

H23年度から開始した金曜夜神
楽の一回当たりの平均鑑賞客数

目標年度に目標を達成できそうである

―

○

―

合計

○

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ○

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

山平　修

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

　地域資源である神楽と毛利元就史跡を活用した地域振興策に取り
組んだ。
とりわけ、神楽を活用した取組みにより、本市への観光客数は格段
に増加した。

解決できていない課題

　観光客数は増加したが、観光消費額の増加に至っていない現状であ
り、今後、売れるものの開発や販売力の強化を推進しなくてはならな
い。
　平成25年度に安芸高田市の観光協会が設立されることから、今後は、
観光協会との連携や旅行会社との連携を図ることが重要となる。

H28 年度

年度

H28

継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

1,500.00

－

年度－ 優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

目標値
（目標年度）

23年度 24年度

－

1,413.00 1,400.00

1,300.00 1,450.00

－

計画値

コ ス ト

計画値

実績値

単位当たりコスト③

実績値

対　前　年　比

－

計画値

実績値

2,550.001,950.00

1,925.00 1,789.00

2,175.00

－

－

指
標

単位

単位

　
　
成
果
指
標

単位

千人

単位

百円
総観光消費額

計画値

実績値
年間観光客数

指　標　名

－

単位 計画値

実績値

25年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

③

H28 年度実績値 1,925.00 1,789.00 －百円

指標化できない成果

ｱｳﾄ

ｶﾑ

546 企画振興部 政策企画課（未来創造事業）



年 月 ～ ○

○

備考欄（留意事項）

款 7

国や県と重複のない事務事業である

1

チェック

本市の資源である毛利元就や神楽は、非常に魅力の高いもので
あり、都市との交流や誘客に大いに活躍できるものである。

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている3

電話
松田　　祐生

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

0826
（47）4024

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

観光振興事業費

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

市以外が実施主体になりえない事務事業である

商工費

商工費

産業振興部　商工観光課担当部課

作成者氏名

400

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

一般会計

観光費

観光振興に要する経費

対　　　象
（誰のために）

安芸高田市を訪ねる観光客
伝統芸能、神楽を観賞する観光客
安芸高田市の歴史文化的資源（毛利史跡・はやし田）等を訪ねる観光客

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

観光振興事業

4

○

○

○

×

○

○

○

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 16

施　 策 観光の振興
2

継続

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

単位あたりコストを削減することはできない

○

都市部でのイベント等の取り組みは、神楽の魅力を多くの人に
伝えることができ、リピーター化や地域への神楽鑑賞への誘客
につながる。
芸北地域の市町と連携し、お互いの魅力をつなげた広域観光を

都市部でのイベントを実施することにより、効果的なＰＲ活動
を行うことができる。
芸北地域の市町と連携し、お互いの魅力をつなげた広域観光を
実施している。

9,594

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

受益者負担を検証している

11,194一般財源等合計 12,26012,260 一般財源等合計

効
率
性

受益者負担

×14,661一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

コスト（千円）

1,500

主要観光施設である神楽門前湯治村で、市内全22神楽団総出演による「安芸高田夜神楽2010」の開催を通じ、市内神楽団の交
流を図るとともに、市内でのプレイベントを開催し、安芸高田市をPRし来訪を即し、経済的効果や社会的効果を得る。
歴史文化的資源を活用してのＰＲを行い来訪者の増加を図る。
安芸高田市をより効果的にPRするとともに、本市の知名度アップを図り、来訪を促し市内経済の安定的な発展に寄与する。

○出演補助　　○観光パンフレット作成　　○広島県観光連盟・広島県観光振興室連携事業
○日本観光協会、各協議会及び雑誌への対応
○事前調整会議の開催　　○歴史文化的資源の問合せへの対応及びパンフレット配布
○安芸高田神楽協議会の公演依頼調整

財源（千円）

直接事業費 国県補助金等4,836 1,600

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

コスト コスト（千円）

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

 直接事業費 5,877

人件費

○

16,161

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

×

○

○

―

○

○

○

合計

―

○

―

16,161 事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

6,383 6,358

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている 都市部での取り組みを、市民にも周知する必要がある。

写真撮影の技術が高い人に写真を提供していただいている。

○

芸北地域の市町と連携し、お互いの魅力をつなげた広域観光を
実施している。

－

0.75

9,59411,194

3,500.00

180.00 応募点数100.00

36,000.00

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

15,000.00

177.00

人

指　標　名　等

12,260

必要人員

12,260

100.00%

－
観光パンフレット制作部数

20,000.00

夜神楽イベント

－

実績値

計画値

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト

38,000.00

159.00

24年度

36,000.00

30,000.00

有
効
性

×

×

○

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ×

○

105.56% －

計画値

－

人

千円

15,000.00

0.75

単位当たりコスト①

25年度

人

千円

観光パンフレットの新規更新
県　大型キャンペーンが今年・来
年と実施されるにあたり、より充
実した観光パンフレットを作成す
る。
コスト＝制作費

年度実績値

14,661

備 考
（指標の計算方法、算式等）

コ ス ト

単位当たりコスト②

活
動
・
結
果
指

単位

人

部

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

16,161

平成２３年度より、神楽定期公演
が２２全神楽団での公演となり、
夜神楽イベントは終了した。
実績値は、神楽定期公演（金曜・
土曜の夜、日曜・祝日の昼公演）

目標年度に目標を達成できそうである

―

○

○

合計

○

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ○

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

小田　忠

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

・イベント参加者の拡大を図るための広報活動を実施した。

解決できていない課題

・市の観光情報を効果的に受発信する必要がある。

年度

年度

継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

－

年度－

84.39%

180.00

優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

２４年度から広域連携事業が廃止
となった。

応募点数
コスト＝事業費

目標値
（目標年度）

100.00

173.00

23年度 24年度

100.00

146.00

ー

－

759,879.00 1,147,378.00

1,000,000.00 900,000.00

計画値

コ ス ト

計画値

人 実績値

単位当たりコスト③

実績値

安芸高田市観光フォトコン
テスト

対　前　年　比

件

－

計画値

実績値

200,000.00

325,382.00 252,271.00

150,000.00

－

－

500.00 ー

指
標

広島県観光連盟事業（広域
連携事業）

単位

単位

　
　
成
果
指
標

単位

人

単位

人
県外観光客数

計画値

実績値
県内（市外）観光客数

指　標　名

－

単位 計画値

実績値

25年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

③

年度実績値 325,382.00 252,271.00

今年度、ＮＨＫ鶴瓶の家族に乾杯に紹介されたことで、県外客の入込が増加した。

－人

指標化できない成果

ｱｳﾄ

ｶﾑ

400 産業振興部 商工観光課（観光振興事業）



年 月 ～ ○

○

備考欄（留意事項）

款 7

国や県と重複のない事務事業である

1

チェック

市民参加型の柱となるイベントとして花火大会を位置付けてい
る。
ステージ出発は制約を設けず、誰でも参加できる体制とした。
バザー出店は、市内限定で募集をした。
イベントの実施により、本市の知名度アップ及び誘客につなが
り、地域の活性化につながっている。
花火大会は、来場者の安全確保にコストがかかるため、今後来
場者が増加することにより、コストも多くかかる。

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている3

電話
深井　大輔

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

0826
（47）4024

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

観光振興事業費

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

市以外が実施主体になりえない事務事業である

商工費

商工費

産業振興部　商工観光課担当部課

作成者氏名

401

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

一般会計

観光費

観光振興に要する経費

対　　　象
（誰のために）

安芸高田市を訪ねる観光客、イベントに参加する市民

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

観光業団体支援事業

3

○

○

×

×

○

○

○

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 16

施　 策 観光の振興
2

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

単位あたりコストを削減することはできない

○

花火大会を市民の祭りとして位置づけ、継続的に事業の見直し
を図ることにより、より一層の誘客につなげる。

花火大会は、県内でも認知度の高い土師ダムを主会場にして実
施している。
花火大会においては、市内の方に多く来場していただくため、
各支所によりシャトルバスの運行を実施した。

19,817

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

受益者負担を検証している

19,817一般財源等合計 14,81214,812 一般財源等合計

効
率
性

受益者負担

○24,326一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

コスト（千円）

観光業団体に補助金を交付し、団体の事業を支援することで安芸高田市をPRし、観光客の来訪を促して経済効果や社会的
効果を得る。

安芸高田市花火大会実行委員会事務局の事務
各観光業団体への補助金の支出

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等14,307

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

コスト コスト（千円）

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

直接事業費 9,280

人件費

―

24,326

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

×

×

×

×

○

○

○

合計

×

×

×

24,326 事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

5,532 5,510

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている 市民手作りのイベントをめざしており、準備段階から実行委員
会を中心に準備を進めている。また、イベント当日もステージ
発表やバザー出店のみならず、ボランティアによる警備など、
様々な形で市民の皆様に協力をいただいている。

○－

0.65

19,81719,817

15,000.00

2,000.00 コスト＝補助金2,000.00

15,000.00

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

1,750,000

1,568.101,491.90

1,116.00

153.00

合計

人

指　標　名　等

14,812

必要人員

14,812

95.14%

－

400.00

湖畔祭参加者数
1,000.00

花火大会来場者数

－

実績値

計画値

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト 6,000,000

15,000.00

1,750,000

合計

137.00

24年度

15,000.00

6,000,000

－

1,000.00

有
効
性

○

○

○

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ×

○

100.00% －

400.00

計画値

－

人

千円

1,173.00

0.65

単位当たりコスト①

25年度

人

千円

コスト＝補助金

年度実績値

24,326

備 考
（指標の計算方法、算式等）

コ ス ト

単位当たりコスト②

活
動
・
結
果
指

単位

人

人

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

24,326

コスト＝補助金

目標年度に目標を達成できそうである

○

○

○

合計

○

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ○

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

小田　忠

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

・イベントが安全に運営されるよう支援した。

解決できていない課題

・安芸高田市花火大会について、観覧者の駐車スペースが充分に確保で
きない。

年度

年度

継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

－

年度－

2,000.00

優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

協賛金・募金・出店料

マラソン参加料

コスト＝補助金

目標値
（目標年度）

1,645,563.00

23年度 24年度

2,000.00

2,000.00

243,000

1,644,403.00

121.50

－

15,000.00 15,000.00

15,000.00 15,000.00

－

計画値

コ ス ト

計画値

円 実績値

単位当たりコスト③

実績値
管絃祭参加者数

対　前　年　比

人

－

計画値

実績値

1,000.00

1,173.00 1,116.00

1,000.00

1,934,000.00

1,600,000.00

－

－

2,000,000.00

243,000

2,000,000.00

指
標

花火大会協賛金・募金
単位

単位

　
　
成
果
指
標

単位

人

単位

人
湖畔祭参加者数

計画値

実績値
花火大会来場者数

指　標　名

1,733,000.00 －
湖畔祭参加費・補助金

単位 計画値 1,600,000.00

円 実績値

25年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

③

年度実績値 1,173.00 1,116.00 －人

指標化できない成果

ｱｳﾄ

ｶﾑ

401 産業振興部 商工観光課（観光業団体支援事業）



年 月 ～ ○

○

備考欄（留意事項）

款 7

国や県と重複のない事務事業である

1

チェック

　利用者の利便性を高めるため環境整備・環境維持に努めた。

事事事事　　　　務務務務　　　　事事事事　　　　業業業業　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ　Ｃ　Ｄ

会計名

安芸高田市安芸高田市安芸高田市安芸高田市　　　　事務事業評価事務事業評価事務事業評価事務事業評価シートシートシートシート

利用者、対象者の増減に迅速に対応できている3

電話
深井　大輔

市民のニーズを的確に把握している

市民のニーズが適正に反映されている

妥
当
性

0826
（47）4024

1 国や他市と比較し、事務事業の対象は適正である

観光振興施設管理運営費

緊急性が高い又は継続する必要性が高い事業である

他の事務事業と統合できない事務事業である

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

市以外が実施主体になりえない事務事業である

商工費

商工費

産業振興部　商工観光課担当部課

作成者氏名

402

事務事業の評価（Check）

平成２４年度事務事業

事務事業の概要（Plan）

一般会計

観光費

観光振興に要する経費

対　　　象
（誰のために）

　商工観光課で管理している観光振興施設の施設利用客・観光客

事務事業名

実施期間

総合計画
（基本計画）

体系

基本方針

1

観光振興施設管理運営事業

4

○

○

○

×

○

○

×

中事業

大事業

主な
関連

予算・
事業名

項

目
主要施策

チェック項目　【「はい（改善の必要なし）」なら○、
「いいえ（改善の必要あり）」なら×、「該当なし」は－　】

2.交流のネットワークづくり

Ⅳ多彩な生産と交流のまちづくり

平成 16

施　 策 観光の振興
3

事務事業の目

的、対象、内

容を考えなが

ら目的妥当性

の評価を行っ

（ ）

（ ）

単位あたりコストを削減することはできない

○

　観光客の利便性向上のため、観光施設の整備及び環境維持に努

　経年による施設の老朽化に対応するため、市民ニーズや集客
状況等を踏まえて、計画的・効果的に施設の整備を行う。

19,330

効果を向上させる観点からは、現状の実施方法が最適である

他の団体等を活用すると公平性や守秘義務に問題がある

他の団体等を活用してもメリットが大きくならない

人件費を削減しても、コストを削減することはできない

社会環境の変化に対応しているか実施内容の検証をしている

他の自治体を参考にし、実施内容の検証をしている

規則や要綱等に基づいて、適正に業務の処理ができている

コストを削減させる観点からは、現状の実施方法が最適である

受益者負担を検証している

19,330一般財源等合計 16,23416,234 一般財源等合計

効
率
性

受益者負担

○11,891一般財源等

人件費 受益者負担受益者負担

コスト（千円）

　施設の維持管理委託を行うことにより、施設の老朽化等を防ぎ観光客・利用客の集客力を高め、安心して利用してもら
う。

○維持、管理、委託
大土山・郡山公園・琵琶ケ池キャンプ場・潜龍峡ふれあいの里・ほととぎす遊園・稲田橋遊漁園

財源（千円）

 直接事業費 国県補助金等15,091

23年度 24年度

国県補助金等

目　　　的
(対象をどのような
状態にしたいか)

コスト コスト（千円）

内　　　容

国県補助金等

事務事業実施にかかるコストと業績（Do）

25年度

直接事業費 11,978

人件費

×

11,891

コスト（千円）財源（千円）

直接事業費

財源（千円）

人件費

○

×

×

○

○

×

○

合計

×

×

×

11,891 事務事業の効果を適正に把握している

当初予定した実施項目が達成できた

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

4,256 4,239

て下さい。

事業単位当たり

コストなどに留

意しながら効率

性の評価を行っ

て下さい。ｲﾝﾌﾟｯﾄｲﾝﾌﾟｯﾄ

（ ）

円 円 円

円 円 円

（ ）

円 円 円

円 円 円

事務事業の計画段階から市民参画を得る手段をとっている 　地元の振興会等に業務を委託することにより、地域住民の利
便性が高まり施設に対する愛着が深まる。

○

5,000.00

－

0.50

19,33019,330

3,000.00

1,000.00

5,000.00

時間外勤務手当 千円

23年度

－

－

1,502,469

3,823.085,969.26

393.00

118.00

合計

人

指　標　名　等

16,234

必要人員

16,234

97.04%

－

841.94

琵琶ケ池キャンプ場
1,000.00

ほととぎす遊園利用客数

－

実績値

計画値

事務事業の推進過程では環境（エコ）への配慮をしている

職員の能力開発のための対策は十分になされている

目的が達成できるような事務事業の内容である今後の計画値
（計画年度）

専門性をもった人材を活用できている

コ ス ト 3,420,000

6,200.00

2,417,550

合計

106.00

24年度

5,284.00

5,220,000

－

1,000.00

有
効
性

○

○

×

成果指標の実績値が前年度と比較して向上した ×

○

117.34% －

647.24

計画値

－

人

千円

405.00

0,50

単位当たりコスト①

25年度

人

千円

利用者数＝実績値
コスト＝管理費

年度実績値

11,891

備 考
（指標の計算方法、算式等）

コ ス ト

単位当たりコスト②

活
動
・
結
果
指

単位

人

人

対　前　年　比

単位

対　前　年　比

11,891

利用者数＝実績値
コスト＝管理費

目標年度に目標を達成できそうである

―

○

○

合計

○

さまざまな場面で市民に対して参加の機会が提供されている ×

市
民
参
画

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

市民組織、ＮＰＯ、ボランティア等との協働ができている年度

成果指標について当初設定した計画値が達成できた

市民への情報提供を行っている

事務事業の目

的やその数値

目標である成

果指標などに

留意しながら

有効性の評価

を行って下さ

い。

●

円 円 円

円 円 円

小田　忠

改善項目

①

②

主務課長氏名

改善により予算要求額変更内容

課題解決のための改善内容及び予算への反映

今年度までに実施した改善内容

・利用者が安全快適に施設利用ができるよう必要な維持並びに修繕
を行った。

解決できていない課題

年度

年度

継続する

休止、廃止をする他事業と統合する
資源配分の方向性

予算（大事業）名

完了した

縮小して継続する

年度

－

年度－ 優先的に継続する

備 考
（指標の計算方法、算式等）

年度

目標値
（目標年度）

23年度 24年度

－－

計画値

コ ス ト

計画値

実績値

単位当たりコスト③

実績値

対　前　年　比

－

計画値

実績値 －

－

指
標

単位

単位

　
　
成
果
指
標

単位

単位

計画値

実績値

指　標　名

－

単位 計画値

実績値

25年度

改善点や今後の取り組みの方向性（Action）

ｱｳﾄ

ﾌﾟｯﾄ

③

年度実績値 －

指標化できない成果

ｱｳﾄ

ｶﾑ

402 産業振興部 商工観光課（観光振興施設管理運営事業）


